
エコアクション２１

環境経営レポート

（対象期間：２０２２年２月～２０２３年１月）

株式会社広島ビルクリーナー

発行日： 2023年4月25日



１．環境経営方針

１． 環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

２． 電気ガソリン使用量を重点的に削減します。

３． 廃棄物排出量の削減及び廃棄物の再生利用を推進します。

４． 水道使用量の削減(或いは適正管理)を推進します。

５． 化学物質使用方法容量用途を遵守します。

６． 環境に配慮したサービスの提供を推進します。

７． 地域美化活動への積極的な参画します。

８． 本方針を全従業員に周知徹底をします。

制定日：
改定日：

株式会社広島ビルクリーナー

代表取締役社長　大　下　達　士

当社は、建物維持管理や公共事業を通じて、地球温暖化の防止や循環型

社会の形成に貢献するとともに、事業活動に伴う環境影響をできるだけ少な

くするために、環境マネジメントシステムを構築・運用し、積極的に環境保全

活動に取り組みます。

そのために、事業活動のあらゆる面で環境負荷の低減を図るために、環境

経営システムを構築・運用し、従業員が一丸となって継続的に改善活動に取

り組んでまいります。

株式会社広島ビルクリーナー

環 境 経 営 方 針

2021年2月1日(月)
2022年2月15日(火)



２．組織の概要

（１） 事業者名及び代表者名

株式会社広島ビルクリーナー

代表取締役社長　大下　達士

（２） 環境保全関係の責任者及び担当者連絡先

環境管理責任者　宮食　美緒

TEL：082-247-2072

FAX：082-247-4621

e-mail：miyajiki.hirobiru@gmail.com

（３） 所在地　(登録範囲)

〒730-0042　広島市中区国泰寺町１丁目７番28号２Ｆ

（４） 事業内容

① ビル清掃(全般)並びに保全

② 貯水槽清掃・消毒・水質検査

③ 害虫駆除

④ 新築引き渡し清掃及び引越し清掃

⑤ 外壁清掃・硝子清掃

⑥ 空気環境測定

⑦ カーペットクリーニング

（５） 事業規模

設　立 ：

資本金 ：

従業員数 ：

1955年6月

1,000万円

41人



３．エコアクション２１　推進体制表

（１) 推進体制図

（２) 役割・責任・権限表

役割・責任・権限

代表者 ・環境経営に関する統括責任

・

・環境管理責任者を任命

・経営における課題とチャンスの明確化

・環境経営方針の策定・見直し及び全従業員へ周知

・環境経営目標・環境経営計画書を承認

・代表者による全体の評価と見直しを実施

・環境経営レポートの承認

環境管理責任者 ・環境経営システムの構築、実施、管理

・環境関連法規制等の取りまとめ表を承認

・環境経営目標環境経営計画書を確認

・劇薬を使用する場合、使用方法、廃棄方法の確認

・緊急事態対応手順のテスト、訓練の指導及び総括

・環境経営計画の実施結果を代表者へ報告

・環境経営レポートの確認

・資機材、ケミカル等使用する物品、薬品の成分の把握

全従業員 ・環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

・決められたことを守り、自主的積極的に環境活動へ参加

環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間、技
能、技術者を準備

全従業員代表者

代表取締役社長

環境管理責任者

宮食 美緒



４．環境経営目標及びその実績

【環境経営目標】

年度 2020年度

実績 2021年度 2022年度 2023年度

項目 （基準値）

二酸化炭素排出量の削減 kg-CO₂/年 14,462 14,448 14,173 14,029 

電力使用量削減 kWh/年 4,873 4,825 4,776 4,727 

ガソリン使用量削減 L/年 4,060 4,019 3,978 3,938 

軽油使用量削減 L/年 750 742 735 728 

化学物質使用量削減 kg/年 － 化学物質使用量の把握と管理

一般廃棄物排出量の削減 kg/年 228 226 223 221 

水使用量の削減 － － 月に一度取り組み内容を確認する

－ － 環境負荷の少ない工程を提案する

※

自らが生産・販売・提供する製品
の環境性能の向上及びサービスの
改善

当事務所において、〔水使用量の削減〕及び〔自らが生産・販売・提供する製品の環境性
能の向上及びサービスの改善〕については数値化が困難なため未記載。

※ 電力使用量の二酸化炭素換算係数は、電気事業者別排出係数(特定排出者の温室効果ガス排
出量算定用)-H30年度実績-R2.1.7公表R2.9.15一部追加・修正にて、公表された中国電力㈱
の調整後排出係数0.636㎏-CO₂/kＷhを使用しています。



４．環境経営目標及びその実績

【2022年度環境活動計画】

項目 環境活動計画

二酸化炭素排出量 ① 電力使用量削減

の削減 ② ガソリン使用量削減

③ 軽油使用量削減

電力使用量削減 ① 不要照明の消灯

② 空調設定温度冷房6度暖房度以下

③ 空調フィルターの清掃(年回実施)

④ ブラインドの利用で夏場の温度上昇を下げる

⑤ クール・ウォームビズ運動

ガソリン使用量削減 ① アイドリングストップの実施

② 効率的なルート

③ 不要な積荷を減らす

④ エコドライブの推進

軽油使用量削減 ① アイドリングストップの実施

② 効率的なルート

③ 不要な積荷を減らす

④ エコドライブの推進

化学物質使用量削減 ① 適正管理

② 使用量の確認

③ 在庫管理漏えい防止

一般廃棄物 ① 分別の徹底

排出量の削減 ② 印刷前の確認

③ 両面コピー、裏紙の使用

水使用量の削減 全ての従業員に対し節水への意識付けを持たせるため

① 各現場に節水を促すポスターを掲示する

② 社員教育の際、節水への啓蒙活動を実施する

自らが生産・販売・提
供する製品の環境性能
の向上及びサービスの
改善

物件毎に使用しているケミカル類の種類及び使用量を把握す
るため、物件毎の使用洗剤の管理表を作成し、随時更新する



４．環境経営目標及びその実績

【実績】

年度 目標値 実績値

2022年 2022年度 達成度

項目

二酸化炭素排出量の削減 kg-CO₂/年 14,174 17,198 121% ×

電力使用量 削減 kWh/年 4,776 4,839 101% ×

ガソリン使用量 削減 L/年 3,978 4,591 115% ×

軽油使用量 削減 L/年 735 1,345 183% ×

kg/年 PRTR対象物質の使用はありませんでした

kg/年 223 167 75% 〇

水使用量の削減 － － － － －

－ － － － －

化学物質使用量
　　　　　　　削減

一般廃棄物
　　　排出量の削減

自らが生産・販売・提供
する製品の環境性能の向
上及びサービスの改善

※ 電力係数は、電気事業者別排出係数(特定排出者の温室効果ガス排出量算定用)-H30
年度実績-R2.1.7環境省・経済産業省公表、R2.9.15一部追加・修正にて、公表され
た中国電力(株)の調整後排出係数 0.636㎏-CO₂/kWhを使用しています。



５．環境経営計画及び取組結果、次年度の取組内容

項目 実績評価 評価 今後の取り組み

二酸化炭素
排出量の削減

×

電力使用量
削減

×

ガソリン
使用量削減 ×

軽油
使用量削減

×

化学物質
使用量削減 ―

一般廃棄物
排出量の削減 〇

水使用量の ―
削減

―

1日の作業がより効率的な
ルート走行となるよう計画
し、引き続き急加速の抑制や
荷物のこまめな積み下ろしを
するよう運転者教育を実施し
ていく。

電力・ガソリン・軽油の使用量
削減に取り組んだが、ガソリ
ン・軽油使用量削減の目標値を
達成できなかったため、二酸化
炭素排出量の削減の目標値を下
回ることができなかった。

引き続き電力使用量削減に努
め、ガソリン・軽油使用量削
減の取り組み強化を図る。

節水への意識付けを行った。
各現場にてどの様な削減がで
きるか検討していく。

引き続き節電運動を継続す
る。エアコンだけでなく、照
明等の節電も努める。

クールビズ・ウォームビズに取
り組んだが、目標値を達成でき
なかった。

社員が増えたことにより、移動
手段のガソリン使用も増え、達
成が困難になった。

1日の作業がより効率的な
ルート走行となるよう計画
し、引き続き急加速の抑制や
荷物のこまめな積み下ろしを
するよう運転者教育を実施し
ていく。

アイドリングストップや効率的
なルート走行を実施しているが
社業車の走行距離が伸び車の使
用年数が増えることによって燃
費が悪くなった。

自 ら が 生 産 ・ 販
売・提供する製品
の環境性能の向上
及びサービスの改
善

環境性能に適した薬品、資器
材を提供した。

日々ブラッシュアップされる
情報を取り入れていく。

PRTR対象物質の使用はありま
せんでした。 購入時にSDSでPRTR対象物質

の有無を確認する。

分別の徹底や印刷前の確認及
び、両面コピー、裏紙の使用
を心掛ける。

分別の徹底を図り、削減に努め
た。



６．環境関連法規等の遵守状況の評価の結果

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りである。

法規則等の 名称 該当する要求事項 （対応すべき事項） 評価

廃棄物処理法 ･ 排出事業者との契約書の確認 ○
(排出事業者) ･ 排出事業者からのマニフェスト伝票受取り

･ 処理実績報告
･

･ マニフェスト伝票の交付

フロン排出抑制法 ･ フロン類使用の簡易点検 ○

消防法 ･ 消防訓練の実施 ○
･ 消防設備の点検

労働安全衛生法 ･ ○

労働基準法 ･ 労働基準法に定める法律の遵守 ○

収集運搬業者、処分業者それぞれの契約書、許可証
（写し）の確認

従業員の安全と作業環境の提供労働安全に定める法律
の遵守

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていることを
確認しました。

なお、環境法規制等への違反、訴訟、環境上の苦情等も過去３年間ありませんでした。



７．代表者による全体の評価と見直し

エコアクション２１を取得し、改めて環境経営、環境関連法規などの遵守を

より意識し組織が一丸となって取り組むことが出来ました。

しかし、まだまだ知識不足や実施体制の構築に不備がありより課題が明確と

なり再度、PDCAの見直しが必要と感じます。

今後もより組織が進化するため、自然資本の維持へ努めていきます。

プラス要因 マイナス要因

内
部
環
境

外
部
環
境

(強み)
①創業65年の会社の歴史と取引先・社会の信頼があ
る(広島1番の歴史のある清掃業)
②自社サービスによるきめ細やかなサービスで、ク
レーム等への対応が早い(外注の依存度が低い)
③地場のデパートなど大手取引先との取引がある
(200社継続取引)
④エコアクション21の認証取得など時代の変化に素
早く対応している
⑤現場を支えているパートの勤続年数が長い
⑥社員教育に力を入れ意識の底上げ、考える力を強
化している
⑦資格取得に力を入れており、正社員は清掃作業監
督者の資格を全員取得している　　　　　       ⑧
ホームページ、名刺、パンフレットを一新し、外部
へのPRが出来ている。

(弱み)
①パートの高齢化
②労働集約型の業界であるため、作業・業務の
更なる効率化が必要
③社長への依存体質
④後継者が不在
⑤材料費等が高騰しているが、価格転嫁ができ
ていない
⑥社員やパートタイマーの人手が増えることで
社会保険、法定福利費が増加した
⑦若手の社員教育に時間がかかっている、育っ
ても独立してしまう

(機会)
①消毒作業が出来たことで新規の顧客獲得に繋
がった
②昨年から外部環境に大きな変化はなく、今後
も外部環境に変化に注力していく
③新型コロナウィルス感染症の影響により、清
掃、消毒作業の必要性・価値観が高まっている
④ビルメンテナンス共同組合で新たな分野(独
立採算制)駐輪場の管理の入札に対応

(脅威)
①コロナで売上げが戻らない企業は経費削減で
清掃をカット
②材料費が高騰(コロナ前に比べ20％増)
③人件費の高騰(最低賃金の増加)、求人の応募
者の減少
④入札選定が変化している
⑤職人のマンネリ化
⑥清掃業の1人親方の増加、「お掃除本舗」な
どフランチャイズ店増加による価格競争・受注
競争の激化
⑦後継者不足やM＆Aの増加による企業数の減少


